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 私立大学への出願を考えているみなさんへ  

右表は、出願校調査で私立大学出願を考えて

いる人を類型・男女別で示しています。男女別

では、女子の出願予定が 6.1%高いです。類型

別では人文・社会科学類型が 30.7%高いです。

男女差は小さく、類型差が非常に大きいです。

人文・社会科学類型で私大出願を考える人が多い要因は以下のようなことが考えられます。 

国立大学(公立を含む)募集定員の 7 割弱を理系学部が占めており、人文・社会科学類型

生徒にとっては、選択肢が多くなく、私立大学も含めて検討することが考えられます。し

かし、No_27(1109)で紹介しているように、国立と私立の環境にはずいぶん違いがありま

す。そのことを十分に理解したうえで、私立大学出願を検討する必要があります。 

もう 1 つは学費の問題。国立大学の標準額(カッコ内は夜間主コース)は入

学 金 282,000(141,000) 円 、 授 業 料 535,800(267,900) 円 、 計

817,800(408,900)円です。東京藝術が入学金・授業料、千葉、東京工業、

東京医科歯科、一橋が授業料を標準額以上に徴収します。右表は旺文社が集

計した私立大学の初年度納入金の平均値です。文系分野よりも理系分野の方

が国立大学との差が大きいため、自然・生命科学類型から私立大学出願を検

討する人が少ないと考えられます。国立でも施設・設備充実費等を徴収する

大学もあります。また、私立は大学ごとにずいぶん異なります。 

右表は現段階で考えている出願回数です。1 回の人が 25 名と出願予定の約

40％を占めます。逆に 5 回以上の出願予定も 5 名います。 

何のために私大を出願する予定ですか。浪人を避けるためにほどほどの大学を

｢滑り止め｣として出願したいと考えている人はいませんか。合格は 1/2 の確率

です。仮に 5 回受験すれば、いずれかに合格する確率は 31/32 になります。5 回受験す

る大学･学部･学科が｢第 1 志望｣であれば問題ないですが、そうでない場合、不本意入学

になる危険性は十分にあります。 

みなさんが出願を考えている私大は大半が難関です。｢滑り止め｣になることはありませ

ん。当然、準備が必要になります。準備をするための時間、受験当日の拘束等が、国立大

学を｢第 1 志望｣としている人にとっては、前期日程に向けての準備の妨げにならない

か、十分に検討してください。 

｢練習｣のために受験を検討している人がいるかもしれません。何の｢練習｣になるのでし

ょうか。｢第 1 志望｣と出題傾向は似ていますか、出願者・受験者は｢第 1 志望｣の大学と

重なっていますか、｢第 1 志望｣と同じ受験会場ですか。 

｢共通テスト利用｣出願だから負担はないと考える人もいるでしょう。｢共通テスト利用｣

では時間的拘束はありません。共通テストで納得できる得点でなければ、何件出願しても

合格は厳しいです。その大学しか合格しなかった場合、納得して進学できますか。 

｢第 1 志望｣突破のために最良の学習、最良の出願をしましょう。｢出願は受験の肝｣で

す。受験を通じて成長できる出願になることを期待します。 

国立 817,800

経済系 1,286,748

理学系 1,596,983

工学系 1,635,332

農学系 1,648,235

医学系 7,115,267

歯学系 5,350,147

薬学系 2,150,654

保健系 1,712,599

家政系 1,399,200

芸術系 1,652,452

1回 25

2回 16

3回 11

4回 1

5回以上 5

★ 私立大学一般選抜出願用｢調査書発行申込用紙｣提出締切 12 月 1 日(金)17 時 
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 共通テスト模試科目別得点度数分布 (採点結果集計)  

先週から共通テスト模試の結果を ｢進研デジタルサービス｣で確認できます。確認しまし

たか。模試は、受験後の復習をうまく行いましょう。 

今回、全科目の自己採点を正確にできている人は 10 名、前回の 9 名を 1 名上回りまし

た。まだ 100 名近くの人は自己採点を正確にできていません。ではありません。自己採

点は次の学びのために行います。1 月 15 日(月)の自己採点、｢第 1 志望｣突破のために必

要な学習計画を立てるために正確に行いましょう。 

今回の結果、学年の平均値としてはそこそこよいです。しかし、ひとりひとりにとっては

多くの課題があるはずです。自分の課題をしっかり認識し、1 月 13 日(土)・14 日(日)に

向けて解決していきましょう。 

自分自身が納得できる得点となるよう、体調に気をつけ学習に取り組みましょう。自信を

もって｢第 1 志望｣に出願できるように前進していきましょう。 

★ 国公立大学一般選抜出願用｢調査書発行申込用紙｣提出締切 12 月 22 日(金) 
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